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入
場
し
た
と
た
ん
に
瞠
目
し
た
。
ナ
ン
ジ
ャ
、
コ
リ
ャ
と
思
わ
ず

声
が
出
た
。
何
と
も
奇
妙
な
物
体
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
人
の
等
身

大
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
ま
で
十
体
以
上
。
こ
れ
ら
が
、

風
を
動
力
源
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
砂
浜
を
駆
け
抜
け
る
ス
ト
ラ
ン
ド

ビ
ー
ス
ト
（
砂
浜
の
生
命
体
）
な
の
だ
。
ボ
デ
ィ
全
体
は
大
量
の
黄

色
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
チ
ュ
ー
ブ
で
造
形
さ
れ
、
物
理
工
学
を
基
盤
と

す
る
（
？
）
そ
の
動
き
は
映
像
で
見
て
も
生
き
物
を
思
わ
せ
る
程
に

実
に
滑
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
九
九
四
年
に
誕
生
し
て
以
来
、

歩
行
、
方
向
転
換
、
危
険
察
知
な
ど
の
機
能
を
備
え
今
も
進
化
を
続

け
砂
浜
で
生
き
残
る
た
め
の
術
を
磨
い
て
い
る
と
い
う
。

　

作
者
の
故
郷
オ
ラ
ン
ダ
は
国
土
の
半
分
が
海
抜
一
メ
ー
ト
ル
未
満
、

海
面
上
昇
か
ら
国
土
を
守
る
た
め
、
海
岸
線
を
守
る
生
き
物
と
し
て

ス
ト
ラ
ン
ド
ビ
ー
ス
ト
を
考
え
出
し
た
と
い
う
。
一
九
四
八
年
生
れ
。

芸
術
家
、
発
明
家
、
科
学
者
の
顔
を
併
せ
持
ち
「
現
代
の
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
と
称
さ
れ
る
テ
オ
・
ヤ
ン
セ
ン
。
次
に
世
に

問
う
ス
ト
ラ
ン
ド
ビ
ー
ス
ト
は
如
何
な
る
姿
な
る
や
、
楽
し
み
だ
。

 

（
上
野
隆
紘
）

　

三
年
前
、
同
じ
著
者
の
『
業
平
』
を
読
ん
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
の

で
、
昨
年
出
た
小
野
小
町
を
主
人
公
に
し
た
『
百
夜
』
も
読
ん
で
み

た
。
小
野
小
町
は
著
名
な
歌
人
で
あ
り
な
が
ら
、
史
料
が
乏
し
く
、

実
像
は
模
糊
と
し
て
い
て
、
謡
曲
の
「
卒
塔
婆
小
町
」
「
通
小
町
」

の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
小
説
に
造
形
さ
れ
る
の
か
、
と

思
っ
て
読
み
始
め
た
が
、
著
者
は
わ
ず
か
な
歌
を
手
掛
か
り
に
し
て
、

平
安
時
代
に
生
き
た
小
町
に
人
間
の
息
吹
を
吹
き
込
ん
で
み
せ
た
。

擬
古
文
調
の
文
体
で
、
物
の
怪
や
祈
雨
な
ど
を
交
え
て
当
時
の
も
の

暗
い
雰
囲
気
を
出
し
な
が
ら
も
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
は
現
代

人
を
納
得
さ
せ
る
説
得
力
が
あ
る
。
恋
の
相
手
が
出
家
前
の
遍
昭
と

は
。
後
半
に
出
て
く
る
深
草
少
将
の
百
夜
通
い
の
伝
承
を
踏
ま
え
た

章
も
、
綿
密
な
伏
線
が
張
ら
れ
て
い
て
小
説
と
し
て
読
ま
せ
る
。

　
『
小
町
は
ど
ん
な
女
』
は
、
『
百
夜
』
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
や
当

時
の
事
情
を
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
付
き
で
解
説
し
た
本
で
、
小
島
ゆ
か

り
氏
と
著
者
の
対
談
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
対
談
を
読
ん
で
『
百

夜
』
を
よ
り
深
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
古
典
和
歌
に
つ
い

て
も
大
い
に
教
え
ら
れ
た
。
お
勧
め
の
二
冊
で
あ
る
。 （
田
宮
朋
子
）

	

読
む
・
観
る
・
聴
く	

テ
オ
・
ヤ
ン
セ
ン
展　

砂
浜
の
生
命
体
「
ス

ト
ラ
ン
ド
ビ
ー
ス
ト
」

（
２
０
２
３
年
10
月
27
日
〜
24
年
１
月
21
日

千
葉
県
立
美
術
館
）

髙
樹
の
ぶ
子
著
『
小
説
小
野
小
町　

百も
も

夜よ

』
『
小

町
は
ど
ん
な
女ひ

と

』

（
２
０
２
３
年
５
月
18
日
、
７
月
19
日　

日
本
経
済
新
聞
出
版
）


